
 検出できなかったサンプルが検出できるようになることは、もちろんですが、それだけで

はありません。写真の見た目は、コントラスト調整によって最適に見えるように自動で調整

されている場合があります。下図のように同じような見た目でも、実際のシグナル値が大き

く異なる場合は、数値解析にも大きな影響を与えます。実験に必要なのは、写真ではなく、

データです。FUSIONは、データの信頼性に直結する十分な感度を有する高性能なケミルミ

イメージャーです。 

  最高級の感度＝高品質のウェスタンブロット 

VILBER-LOURMAT社 FUSION 

定量に十分な感度がある画像 画像表示調整した感度の足りない画像 

◆なぜウェスタンブロットに感度が必要なのか？ 

 バンドのシグナルとバックグラウンドノイズの比率（S/N比）が高い

ことです。FUSIONはF0.7の極めて明るいレンズと-65℃まで冷却する

CCDカメラを搭載することで、他メーカーの追随を許さない圧倒的な

高性能を誇ります。 

 しかし、バンドが見えればいい、感度はそんなにいらない等々のお

考えのかたもいらっしゃると思います。 

◆感度が良いとはどういうことなのか？ 

何故こんなに結果が違うのか、本当にここまで変わるのか等の
疑問や、実際にFUSIONの性能を見てみたい等のご要望、 

何でも弊社までご連絡ください！ 

ケミルミイメージャー 
FUSION 
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